
４
月

６
日

　
小

学
校

入
学

式
後

 初
め

て
の

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

2018 ［
平
成
30年

］

５
月
号

№
510

古
平
町
が
目
指
す
姿
�

2
新
教
育
長
・
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
紹
介
�
4

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
更
新
�

5
町
の
出
来
事
�

6
警
察
官
紹
介
・
お
知
ら
せ
�

9
町
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
�

10
お
知
ら
せ
�

12
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
�

14
本
の
海
よ
り
・
い
き
い
き
ほ
の
ぼ
の
文
芸
�

15

目次



� 広報ふるびら�2018.5 2

� 行政

古
平
町
が
抱
え
る
課
題

２
０
４
５
年
、人
口
１
１
５
５
人

　

３
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
が
全

国
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

推
計
に
よ
る
と
古
平
町
は
２
０

１
５
年
の
国
勢
調
査
の
人
口
が
３

１
８
８
人
か
ら
、
２
０
４
５
年
に

は
２
千
人
減
の
１
１
５
５
人
と
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）
。
ま
た
、
高
齢
者
割
合
も
２

０
４
５
年
に
は
55
・
４
％
と
２
人

に
１
人
以
上
が
65
歳
以
上
に
な
る

と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
だ
が

居
住
範
囲
は
変
わ
ら
ず

　

一
般
的
に
人
口
が
減
る
場
合
、

古
平
町
の
地
域
の
一
部
が
減
少
す

る
の
で
は
な
く
、
町
全
体
か
ら
均

等
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
に
、

町
の
中
で
人
が
住
ん
で
い
る
範
囲

（
居
住
区
域
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん

（
左
ペ
ー
ジ
図
２
）。

　

役
場
は
人
が
住
ん
で
い
る
範
囲

の
道
路
や
上
下
水
道
、
公
園
な
ど

を
管
理
す
る
の
で
、生
活
基
盤（
イ

ン
フ
ラ
）
の
維
持
に
は
今
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
お
金
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
の
状
況

　

古
平
町
内
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
店
舗
や
空

き
家
が
多
く
、
営
業
し
て
い
る
店

舗
や
住
宅
も
町
内
各
所
に
点
在
し

て
い
ま
す
。
結
果
、
中
心
市
街
地

が
ど
こ
な
の
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
す
。

北
海
道
で
一
番
貧
し
い
ま
ち

　

古
平
町
の
経
済
状
況
を
み
る
と
、

平
成
28
年
の
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
口
）
１
人

あ
た
り
の
個
人
町
民
税
所
得
割
の

課
税
標
準
額
が
全
道
最
下
位
の
79

万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

広
報
ふ
る
び
ら
４
月
号
の
町
政
執
行
方
針
で
古
平
町
は
「
ま
ち
な
か
の
再
生
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
中
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

ま
ち
な
か
の
活
気
を
と
り
も
ど
す
！

古平町が
目指す姿

２０１５年 ２０２５年 ２０３５年 ２０４５年

2000人減！

図１　古平町の人口推計

写真：昭和41年の活気ある古平町のようす
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行政

１
・
平
均
は
１
３
１
万
７
千
円
）
。

言
い
換
え
れ
ば
「
北
海
道
で
一
番

貧
し
い
ま
ち
」
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
課
税
標
準
額
を

10
年
前
の
平
成
19
年
度
と
比
べ
る

と
、
減
少
し
た
町
村
は
北
海
道
１

７
９
町
村
の
中
で
特
殊
事
情
が
発

生
し
た
浦
臼
町
を
除
く
と
古
平
町

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
な
い
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
市
街
地
の
活
力
低
下
、

財
政
危
機
。
こ
れ
が
今
の
古
平
町

の
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
続
く
と
古
平
町
は
最
悪
の
場
合
、

財
政
破
た
ん
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

役
場
・
文
化
会
館

建
替
え
を
契
機
に

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
っ
て
？

　

様
々
な
危
機
を
乗
り
越
え
、
豊

か
な
古
平
町
を
築
き
、
次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
、
役
場
庁
舎
等
の

建
替
え
を
契
機
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
都
市

の
中
心
部
に
住
宅
や
公
共
施
設
、

商
業
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
集
約
し
、
徒
歩
や
自
転
車
で
移

動
で
き
る
程
度
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

規
模
に
市
街
地
を
収
め
る
町
の
形

の
１
つ
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
人
口
が
減
少
し

て
も
都
市
機
能
や
地
域
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
様
々
な

生
き
方
や
居
住
場
所
を
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
を
市

街
地
に
集
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
市

街
地
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
よ

う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
多
極

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ（
図
３
）を
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
平
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
目
指
す
た
め
、今
年
度
「
立
地
適

正
化
計
画
」
を
立
て
る
予
定
で
す
。

図３　コンパクトシティのイメージ図

人
居住区域

数年後

居住区域はそのままに
人口密度が低下

図２

順位 市町村 課税標準額 生産年齢人口
１位 古 平 町 79.3万円 1,599人
２位 上砂川町 82.8万円 1,425人
３位 歌志内市 91.5万円 1,634人
４位 島 牧 村 96.2万円 777人
５位 三 笠 市 97.5万円 4,161人
６位 せたな町 99.6万円 4,107人
７位 芦 別 市 100.0万円 7,046人
８位 北 斗 市 100.4万円 28,011人
９位 黒松内町 102.6万円 1,534人
10位 七 飯 町 102.8万円 16,055人
11位 上ノ国町 103.0万円 2,598人
12位 積 丹 町 103.0万円 1,013人
13位 白 糠 町 103.8万円 4,311人
14位 赤 平 市 104.5万円 5,116人
15位 乙 部 町 105.0万円 1,925人
16位 知 内 町 105.3万円 2,452人
17位 喜茂別町 105.4万円 1,124人
18位 釧 路 町 105.8万円 12,481人
19位 余 市 町 105.9万円 10,272人
20位 美 唄 市 106.0万円 11,834人

表１　�生産年齢人口一人あたりの課税標
準額ワースト20と生産年齢人口

　
古
平
町
は
町
民
の
み
な
さ
ん
と
役

場
が
一
体
と
な
り
行
う
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
立

地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
や
「
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

□
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

　 

古
平
の
ま
ち
づ
く
り
や
今
後
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
住
み
た
い
か
な
ど

□
届
く
方

　 

４
月
10
日
時
点
で
古
平
町
に
住
所

の
あ
る
18
歳
以
上
の
方

□
届
く
日

　 

５
月
上
旬
頃
に
郵
送
で
ご
自
宅
に

届
き
ま
す

□
回
答
方
法

　 

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く

だ
さ
い

　 

ま
ち
づ
く
り
の
一
歩
は
ま
ず
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
!!
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
企
画
調
整
係

　
☎
０
１
３
５-

42-

２
１
８
１

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！
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　このたび、３月14日の古平町議会定例会において選任いた
だき、４月１日付けで教育長に任命されました。その重責を痛
感し、身の引き締まる思いでおります。
　私は昭和33年に網走郡東藻琴村（現在の大空町）で生まれ、

東藻琴小学校、東藻琴中学校、網走南ヶ丘高校、岩手大学を卒業し、37年間北海道教育委員会を中心に、
北海道保健環境部、国立大雪青年の家、道立教育研究所などでさまざまな業務を経験してまいりました。
　私事ではありますが、子どもが小さいときに古平家族旅行村に何度かキャンプでお邪魔しておりま
したことが、このたびお世話になることの何かしらのご縁になったのではと感じているところであり
ます。
　近年、本町はもとより全国的に少子高齢化が進展し、人口減少が急速に進み、他方では自動運転車
が登場するなど社会の変化が加速度を増しており、将来を予測することが難しい時代となっておりま
す。こうした時代を生きていく子ども達に、社会の変化に主体的に対応し、必要な情報を自ら収集し
て周囲の人たちと協働しながら、未来を切り拓いてゆくための生きる力を育成することが教育に求め
られています。生きる力は、成田前教育長が取り組まれてきたことであり、これまでの取組を基盤と
して、子ども達一人一人をしっかりと育んでまいりたいと考えております。
　また、古平町の誰もが生涯にわたって、いつでも学ぶことのできる環境づくりを進めてまいりたい
と考えております。古平町の教育の充実・発展のために、微力ではありますが、学校、家庭、地域の
皆様と一緒に、誠心誠意、全力を尽くしてまいりますので、古平町の皆様のご理解とご支援のほどを
お願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

石
いし

川
かわ

忠
ただ

博
ひろ

 教育長
就任のご挨拶

海のまちクリニック通信

　　　　 こんな資格をもっています 　　　　
日本救急医学会専門医
日本化学療法学会認定医
日本熱傷医学会専門医
日本医師会認定産業医

日本医師会認定健康スポーツ医
ＩＣＤ（※）

特別管理産業廃棄物管理責任者
船舶一級免許

※インフェクションコントロールドクター
　�病院内感染対策や感染症専門医療などを行うこ
とができると認められた者に与えられる資格

　初めまして、４月１日から海のまちクリ
ニックに赴任してきました、佐々木盛と申
します。内科・外科を問わず、古平町のみ
なさんの健康維持のお役に立てれば幸いで
す。よろしくお願いいたします。

古平町立診療所

海のまちクリニックに

新しい先生がきました！！
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お知らせ

 

な
ぜ
新
し
く
し
た
の
？

　

平
成
29
年
２
月
に
、
北
海
道

か
ら
「
日
本
海
沿
岸
の
津
波
浸

水
想
定
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
古
平
町
で
の

最
大
規
模
の
地
震
津
波
に
よ
る

浸
水
想
定
区
域
を
更
新
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
近
年
激
し
さ
を
増
す

強
雨
等
に
よ
る
町
内
の
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
区
域
や
、
古
平

川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水
区

域
も
最
新
の
情
報
に
更
新
し
ま

し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今

回
作
成
し
た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
、
町
内
の
危
険
区
域
や
災

害
が
起
き
そ
う
な
時
に
は
「
ど

こ
に
逃
げ
た
ら
い
い
の
か
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
改
良
し
た
点
を
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。

改
良
点
①

 

地
図
を
よ
り
大
き
く

　

前
回
作
成
し
た
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
（
平
成
26
年
３
月
）
で

は
、
地
図
が
小
さ
く
見
づ
ら

か
っ
た
の
で
、
今
回
は
危
険
区

域
が
よ
り
見
や
す
く
な
る
よ
う

大
き
く
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
危
険

区
域
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

改
良
点
②

 

避
難
場
所
等
の
写
真
を
掲
載

　

町
地
域
防
災
計
画
に
指
定
さ

れ
て
い
る
指
定
緊
急
避
難
場
所

等
の
写
真
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
、
自
分
が
避
難
す

る
可
能
性
の
あ
る
指
定
緊
急
避

難
場
所
等
の
施
設
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
円
滑

な
避
難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

改
良
点
③

 

区
域
の
色
分
け
を
明
確
に

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
の
浸
水

深
や
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

区
域
、
古
平
川
の
浸
水
想
定
区

域
の
浸
水
深
を
色
分
け
し
、
よ

り
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

危
険
区
域
の
色
を
濃
く
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
で
、
津
波
浸

水
予
測
範
囲
で
は
浸
水
深
が
明

確
に
な
り
、
津
波
発
生
時
の
避

難
の
目
安
を
わ
か
り
や
す
く
し

ま
し
た
。

 

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
各
種
災
害
に
対
す

る
危
険
区
域
は
あ
く
ま
で
想
定

で
、
時
に
は
、
そ
の
想
定
を
上

回
る
災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

「
自
分
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
」

と
思
わ
ず
、
こ
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、
日
頃

か
ら
災
害
に
対
す
る
知
識
や
防

災
意
識
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
の
考
え
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

総
務
課
情
報
防
災
係

☎
０
１
３
５-

42-

２
１
８
１

《津波避難マップ》

《河川洪水避難マップ》

《土砂災害避難マップ》

あなたの家は何の区域？
～新しい防災ハンドブックが完成～

《防災ハンドブック》
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� 出来事

　文化会館でプリザーブドフラワーアレンジメント体
験教室（古平町教育委員会主催）が行われ、町民26人
が参加しました。プリザーブドフラワーとは生花を特
殊な液体で加工し、水をやらずとも枯れないお花です。
　講師は小樽市でプリザーブドフラワーのアレンジメ
ントを行っている向綾子さんで、１つの手順ごとに作
り方や注意点を丁寧に説明していました。参加者は相
談しながらバラなどの花をワイヤーで固定し、スポン
ジを入れた器に飾り作品は約１時間で完成しました。
　参加した伊東郷子さんは「去年も参加し、今年もと
ても楽しくできました」と話してくれました。

3
13

プリザーブドフラワーアレンジメント体験

細やかな作業で鮮やかな作品が完成

　北後志消防組合古平支署は、雪崩の車両事故を想定
した救助訓練を同支署横の駐車場で行いました。
　訓練は走行中の車が雪崩に巻き込まれ、車内に閉じ
込められた運転手を救助する想定で行われました。署
員は横一列になり、「ゾンデ棒」と呼ばれる約２ｍの
棒を雪山に突き刺し、内部に人や物がないかを確認し
ました。
　また、救助訓練後には車両の衝突事故を想定した車
の破壊救出訓練も行いました。
　支署長は「車の発見時には車をたたいて生存確認を
行うなど、基本的なことを忘れないでほしい」と署員
に呼びかけていました。

3
14・15 雪崩に備えて真剣に訓練

消防冬季車両事故救出訓練

　平成29年度には多くの企業や団体が町内各所をボ
ランティアで除雪を行いました。

　～企業一例～
　　古平建設協会
　　株式会社福津組
　　中村建設株行会社
　　秋津道路株式会社道南事業所　など

2月～
3月 町のために多くの企業が貢献

除雪ボランティア

アレンジメントを
作る参加者

㊤ゾンデ棒で人を捜すようす

㊦破壊救出訓練のようす

㊤能登谷旅館の除雪

㊦古平家族旅行村の除雪



2018.5�広報ふるびら7

出来事

　文化会館で平成29年度２回目の防災会議が開かれ、
委員16人が古平町地域防災計画の修正等について協
議しました。会議開催前には新しく委員になった池田
範彦さんに会長である貞村町長から委嘱状が渡されま
した。
　会議では会長が「古平町を災害から防ぐため、協議
のほどよろしくお願いします」と挨拶。事務局は国の
防災基本計画や北海道地域防災計画の修正に伴う、古
平町地域防災計画の修正点などについて説明し、委員
は協議の上、修正案に同意しました。
　また、３月に更新した古平町防災ハンドブックにつ
いても事務局から改正点等について説明がありました。

3
28 古平町地域防災計画修正案に同意

平成29年度第２回防災会議

　認定こども園ふるびら幼児センターみらいで入園式
が行われました。
　式では藤田所長が「初めてのことで心配かもしれま
せんが、元気よく通ってみんなと仲良くなってくださ
い」と挨拶し、49人の園児はどこか落ち着きのない
様子で話を聞いていました。園児紹介では担任の先生
が一人一人の名前を呼ぶと、園児らは元気よく「はい
っ」と返事をしていました。
　また、交通安全推進委員会からの記念品贈呈では、
つき組（４歳児）の大山蘭ちゃんが貞村町長から「ど
うもありがとう」と元気よく受け取っていました。

4
2 初めての入園式にわくわく
幼児センター入園式

　４月２日に新規採用や異動になった町職員の辞令交
付式が役場町長室で行われました。新規採用職員の２
人は町長から職員の任命と配属先の辞令を受け取り
後、宣誓書を読み上げ職員として誠実かつ公正に職務
を遂行することを誓いました。貞村町長は「公務員と
しての自覚をもち職務を遂行してもらいたい」と呼び
かけていました。
　４月３日には文化会館で古平小学校と古平中学校に
転入となった教職員の辞令交付式が行われ、３人が石
川教育長から辞令を受け取りました。教育長は「私た
ちとともに、古平の子ども達のために頑張っていただ
きたい」と呼びかけ、教職員を代表し古平中学校の梶
原教頭が「子ども達のために全力を尽くし頑張ってい
きたい」と決意を述べました。

4
2・3気持ちを新たに決意を述べる

町職員辞令交付式・教職員辞令交付式

㊤会議のようす

㊦�委嘱状を受け取る
池田範彦委員

㊤�名前を呼ばれ元気
よく返事する園児

㊦�記念品を受け取る
ようす

㊤�宣誓を行う新規採
用職員

㊦�決意を述べる梶原
教頭
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中
学
校

　

４
月
６
日
、
古
平
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生
20
人

が
初
め
て
の
制
服
に
身
を
包
み
ま

し
た
。

　

式
で
は
入
学
す
る
20
人
一
人
一

人
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
生

徒
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
元
仁
校
長
は
「
先
生
た
ち

で
生
徒
が
自
分
の
足
で
立
て
る
よ

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
は
大
人
に
な
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
場
と
考
え
て
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
生
徒
に
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
校
生
を
代
表
し
て
生

徒
会
長
の
平
野
奈
見
さ
ん
が
「
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決

め
る
こ
と
や
自
覚
と
責
任
を
も
っ

た
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新

入
生
を
代
表
し
て
白
岩
莉
久
さ
ん

が
「
中
学
生
の
自
覚
を
持
ち
挨
拶

や
学
習
面
、
生
活
面
で
精
一
杯
頑

張
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ

式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
後
に
は
新
入
生
と
教
員
、
保

護
者
で
の
集
合
写
真
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

古平小学校入学式　古平中学校入学式

計33人の新たな学校生活が始まる！

小
学
校

　

４
月
６
日
、
古
平
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生
13
人

の
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
入
学
す
る
児
童
の
名
前

が
１
人
ず
つ
呼
ば
れ
、
元
気
よ

く
「
は
い
！
」
と
返
事
を
す
る
と
、

会
場
中
か
ら
歓
迎
の
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　

中
田
恭
太
郎
校
長
は
「
学
校
で

楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、
友

達
と
仲
良
く
す
る
こ
と
と
、
先
生

の
言
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
“
は

い
”
と
返
事
を
す
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
児
童
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

入
学
に
あ
た
り
新
入
生
を
代
表

し
て
入
間
川
梨
心
さ
ん
が
貞
村
町

長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
児
童
会
長
の
上
口
歩
夢

く
ん
が
「
私
た
ち
は
み
な
さ
ん
が

入
学
し
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
運
動

会
や
学
芸
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
み
ん
な
で
協
力

し
良
い
も
の
を
創
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
早
く
学
校
に
慣
れ
、

楽
し
く
遊
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
式
を
終
え
ま
し
た
。

古平建設協会からの記念品を持つ新入生 式に参加する新入生13人 記念品を受け取る入間川梨心さん

新入生・教員・保護者での記念撮影 誓いの言葉を述べる白岩莉久さん 生徒の認証を受ける新入生20人
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は
じ
め
ま
し
て
。
大
熊
祐
輔
で
す
。
こ

の
た
び
、
札
幌
か
ら
余
市
警
察
署
古
平
支

署
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
平
町
は
海
が
近
く
、
海
産
物
が
美
味

し
い
と
耳
に
し
ま
し
た
。
海
産
物
が
大
好

物
な
の
で
古
平
町
に
来
ら
れ
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、
一
日
で
も
早
く
町
民
の

方
々
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
妻
と
子
の
３
人
で

暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
古
平
消
防
団
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

○
日
時　

平
成
30
年
５
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時

○
場
所　

文
化
会
館

○
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　

　
　
　
　

午
前
７
時
（
演
習
サ
イ
レ
ン
）

　
　
　
　

午
前
９
時
（
時
報
サ
イ
レ
ン
）

　

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 
当
日
は
文
化
会
館
前
駐
車
場
に
駐
車
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
緊
急
通
報
（
連
絡
）
に
つ
い
て

　

一
般
加
入
電
話
で
火
事
と
救
急
の
通
報

（
連
絡
）
を
す
る
と
き
は
、
１
１
９
番
で

直
接
古
平
消
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
携
帯

電
話
で
１
１
９
番
を
す
る
と
余
市
消
防
に

つ
な
が
り
、
そ
の
後
古
平
消
防
に
転
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
要
件
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
で
直
接
古
平
消
防
に

通
報
（
連
絡
）
す
る
と
き
は
、
左
記
の
電

話
番
号
に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署

　
☎
０
１
３
５-

42-

２
０
６
８

　

身
体
等
に
障
が
い
が
あ
る
方
、
又
は
身

体
等
に
障
が
い
が
あ
る
方
を
介
助
さ
れ
る

方
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、

申
請
す
る
と
自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
車
税
課
税
課

　
☎
０
１
１-

７
４
６-
１
１
９
４

　

平
成
29
年
度
の
最
大
積
雪
深
と
累
加
降

雪
量
は
例
年
並
み
で
し
た
。
平
成
28
年
度

の
降
雪
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
「
今
年

は
多
い
」
と
感
じ
た
方
は
多
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
警
察
官
が
き
ま
し
た
！

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

身
体
等
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

自
動
車
税
等
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

自動車取得税・自動車税の減免には申請期限があります
減免申請は、次の申請期限までに行う必要があります。

区　　分 申　請　期　限
自動車取得税 自動車の登録日の２ヵ月後

自動車税

４月１日時点で減免要
件に該当

自動車税納税通知書の納期
限（５月31日）

年度の途中で減免要件
に該当

減免要件に該当することに
なった日の２ヵ月後

減免自動車を入れ替え
る方 自動車の登録日の２ヵ月後

※�使用状況等に変更がない場合は、２年目以降の申請は省略できます。
　�　申請期限を過ぎますと、原則、減免を受けられませんので、申請期限までに減免申請を行っ
てください。
　�　なお、翌年度の自動車税は、自動車税納税通知書の納期限までに減免申請を行いますと、
減免を受けることができます。

平
成
29
年
度
の
雪
は
例
年
並
み

平
成
29
年
度
の
雪

　
最
大
積
雪
深
　
１
ｍ
59
㎝

　
累
加
降
雪
量
　
９
ｍ
15
㎝

○ 

最
大
積
雪
深
は
降
り
積
も
っ
た
雪
が

最
も
高
か
っ
た
値
で
す
。
気
温
の
上

昇
等
に
よ
り
雪
が
溶
け
る
な
ど
毎
日

変
化
し
ま
す
。

○ 

累
加
降
雪
量
は
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に
毎

日
降
っ
た
雪
の
量
を
合
計
し
た
も
の

で
す
。

1054
981

853

595

915

197

165

127

155 159

50

100

150

200

250

500

600

700

800

900

1000

1100

H25 H26 H27 H28 H29
累加降雪量 最大積雪深

※計測値は役場駐車場で計測したもの
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町
職
員
の
人
事
異
動

□
４
月
１
日
付
　
※（
　
）は
前
職
等

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
主
幹　

大
内
知
子

 

（
北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
主
権
・

 

行
政
局
市
町
村
課
主
査
）

▼
総
務
係
主
査　

長
谷
川
秀
峰

 

（
総
務
課
職
員
係
長
）

　

総
務
係　

新
田
恵
子

 

（
総
務
課
総
務
係
兼
職
員
係
）

　

総
務
係　

樋
口
真
広

 

（
産
業
課
水
産
係
）

　

総
務
係　

髙
野
智
弥

 

（
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）

　

総
務
係　

工
藤
綾
乃

 

（
新
規
採
用
）

▼
財
政
係
主
査　

人
見
完
至

 

（
財
政
課
財
政
係
長
）

　

財
政
係　

小
笠
原
基

 

（
財
政
課
財
政
係
）

▼
企
画
調
整
係
主
査　

住
吉
陽
平

 

（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

　

企
画
調
整
係　

羽
生
圭
佑

 

（
産
業
課
商
工
観
光
係
）

▼
情
報
防
災
係
主
査　

平
田
雅
一

 

（
企
画
課
広
報
統
計
係
長
）

　

情
報
防
災
係　

齋
藤
大
地

 

（
企
画
課
防
災
対
策
係
）

【
町
民
課
】

▼
町
民
課
長　

五
十
嵐
満
美

 

（
民
生
課
長
兼
環
境
対
策
係
長
）

▼
社
会
福
祉
係
主
査　

黒
川　

寿

 

（
民
生
課
福
祉
係
長
）

　

社
会
福
祉
係　

清
水　

楓

 

（
保
健
福
祉
課
障
害
者
支
援
係
）

▼
町
民
生
活
係
主
査　

金
沢
美
喜
子

 

（
民
生
課
戸
籍
年
金
係
長
）

　

町
民
生
活
係　

布
谷
夏
樹

 

（
民
生
課
環
境
対
策
係
）

　

町
民
生
活
係　

人
見
幸
子

 

（
民
生
課
戸
籍
年
金
係
）

　

町
民
生
活
係　

太
田
中
康
宏

 

（
民
生
課
福
祉
係
兼
環
境
対
策
係
）

▼
健
康
保
険
係
主
査　

湯
浅　

学

 

（
民
生
課
健
康
保
険
係
長
）

　

健
康
保
険
係
兼
税
務
係　

中
島　

悟

 

（
財
政
課
収
納
係
）

▼
税
務
係
主
査　

山
下
宏
一

 
（
財
政
課
課
税
係
長
）

　

税
務
係
主
査　

宮
田
誠
市

 

（
産
業
課
長
・
再
任
用
）

【
保
健
福
祉
課
】

▼
介
護
保
険
係
主
査
兼

　

高
齢
者
支
援
係
主
査　

細
川
武
彦

 

（
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長

 

兼
高
齢
者
支
援
係
長
）

　

高
齢
者
支
援
係
主
査　

佐
々
木
章
次

 

（
保
健
福
祉
課
障
害
者
支
援
係
長
）

　

高
齢
者
支
援
係　

田
岸
克
朗

 

（
保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係
）

▼
保
健
医
療
係
主
査　

伊
藤
美
希

 

（
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
長

 

兼
医
療
対
策
係
長
）

　

保
健
医
療
係　

野
村
忠
弘

 

（
保
健
福
祉
課
医
療
対
策
係
）

　

保
健
医
療
係　

飯
田
悠
梨
乃

 

（
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
）

【
産
業
課
】

▼
産
業
課
長　

細
川
正
善

 

（
企
画
課
長
兼
防
災
対
策
係
長
）

▼
農
林
水
産
係
主
査　

中
村
貴
人

 

（
産
業
課
農
政
係
長
）

　

農
林
水
産
係
主
査　

山
貝
健
二

 

（
産
業
課
水
産
係
長
）

　

農
林
水
産
係　

山
條
力
也

 

（
産
業
課
農
政
係
）

　

農
林
水
産
係　

福
嶋
祐
太

 

（
総
務
課
総
務
係
）

▼
商
工
観
光
係
主
査　

岩
戸
真
二

 

（
総
務
課
（
後
志
広
域
連
合
派
遣
））

　

商
工
観
光
係　

殿
山
大
智

 

（
企
画
課
企
画
調
整
係
）

【
建
設
水
道
課
】

▼
管
理
係
主
査　

関
口
央
昌

 

（
建
設
水
道
課
建
設
管
理
係
長
）

　

管
理
係
主
査　

小
澤
浩
二

 

（
議
会
事
務
局
総
務
係
長
兼
議
事
係
長
）

　

管
理
係
主
査
兼
技
術
係
主
査 

竹
内
弘
悦

 
（
建
設
水
道
課
上
水
道
管
理
係
長
・
再
任
用
）

　

管
理
係　

前
田
翔
大

 
（
建
設
水
道
課
下
水
道
管
理
係
）

▼
技
術
係
主
査　

川
上
哲
也

 
（
建
設
水
道
課
土
木
係
長
）

　

技
術
係
主
査　

大
原
康
弘

 

（
建
設
水
道
課
建
築
係
長
）

　

技
術
係
主
査　

小
平
雅
慶

 

（
建
設
水
道
課
上
水
道
工
務
係
長

 

兼
下
水
道
工
務
係
長
）

　

技
術
係　

木
村
貴
信

 

（
財
政
課
課
税
係
）

【
幼
児
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長　

藤
田
克
禎

 

（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

▼
保
育
士　

笹
田
佳
奈

 

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

保
育
士　

佐
々
木
彩
菜

 

（
新
規
採
用
）

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

白
濱
彩
織

 

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
士
）

【
出
納
室
】

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

白
岩　

豊

 

（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

【
議
会
事
務
局
】

▼
事
務
局
長　

三
浦
史
洋

 

（
財
政
課
長
兼
収
納
係
長
）

　

総
務
係
長
兼
議
事
係
長　

澤
口
達
真

 

（
総
務
課
総
務
係
長
）

【
教
育
委
員
会
】

▼
教
育
次
長　

本
間
克
昭

 

（
議
会
事
務
局
長
）

▼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

山
本
雄
輝

 

（
総
務
課
総
務
係
）
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住民紹介

◎
退
職
（
２
月
28
日
付
）

▼
永
山
武
大

 

（
民
生
課
健
康
保
険
係
）

　

退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
宮
田
誠
市

 

（
産
業
課
長
）

▼
竹
内
弘
悦

 

（
建
設
水
道
課
上
水
道
管
理
係
長
）

　
任
用
終
了
（
３
月
31
日
付
）

▼
小
玉
正
司

 

（
出
納
室
出
納
係
長
）

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署
の
人
事
異
動

□
４
月
１
日
付
　
※（
　
）は
前
職

▼
支
署
長　

佐
藤
敏
治

（
余
市
消
防
署
）

▼
庶
務
係
長　

五
十
嵐
竜
太

（
警
防
係
長
）

▼
消
防
団
係
長　

中
野　

基
（
庶
務
係
長
）

　

消
防
団
係
兼
予
防
係　

坂
上
隼
汰

（
消
防
団
係
）

　

消
防
団
係
兼
救
急
係　

吉
田
拓
海

（
消
防
団
係
）

▼
予
防
係
長　

丹
後　

正
（
消
防
団
係
長
）

▼
警
防
係
長　

本
間
智
之

（
救
急
係
長
）

　

警
防
係　

干
場
誠
司

（
救
急
係
）

▼
救
助
係
長　

井
端
大
輔

（
予
防
係
長
）

▼
救
急
係
長　

日
野
利
信

（
予
防
係
主
任
）

教
職
員
の
人
事
異
動

◎
転
入
教
職
員
　
※（
　
）内
は
前
任
地

【
古
平
小
学
校
】

▼
教
諭　

清
水
瑞
希

 

（
小
樽
市
立
稲
穂
小
学
校
）

▼
教
諭　

飯
田
喜
久
子

 

（
小
樽
市
立
望
洋
台
小
学
校
）

【
古
平
中
学
校
】

▼
教
頭　

梶
原　

大
 

（
神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
）

▼
教
諭　

萩
原　

爾

 

（
共
和
町
立
共
和
中
学
校
）

◎
転
出
教
職
員

　
※（

　
）内
は
新
任
地
等

【
古
平
小
学
校
】

▼
教
諭　

麻
田
茂
生

 

（
喜
茂
別
町
立
喜
茂
別
小
学
校
）

【
古
平
中
学
校
】

▼
教
頭　

渋
谷　

哲

 

（
赤
井
川
村
立
赤
井
川
中
学
校
）

　

教
諭　

柳
澤
秀
文

 

（
退
職
）

　

教
諭　

八
柳
圭
介

 

（
赤
井
川
村
赤
井
川
中
学
校
）

幼
児
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

 

保
育
士

　
佐
々
木
彩
菜

�

（
古
平
町
出
身
）

　はじめまして。

　４月から幼児センターで勤める

ことになりました佐々木です。

　私は古平町出身で幼い頃から古

平ならではの四季を感じながら楽

しく育ってきました。

　この感じたことや楽しさを、古

平の子どもたちにも伝えられるよ

うに頑張りたいと思います。

　よろしくお願いします。

古
平
中
学
校 

教
諭

　
萩
原
　
　
爾チ

カ
シ

�（
共
和
町
立
共
和
中
学
校
よ
り
）

古
平
中
学
校 

教
頭

　
梶
原
　
　
大ダ

イ

（
神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
よ
り
）

古
平
小
学
校 

教
諭

　
清
水
　
瑞
希

�（
小
樽
市
立
稲
穂
小
学
校
よ
り
）

古
平
小
学
校 

教
諭

　
飯
田
喜
久
子

（
小
樽
市
立
望
洋
台
小
学
校
よ
り
）

総
務
課
総
務
係

 

主
事

　
工
藤
　
綾
乃

�

（
古
平
町
出
身
）

　はじめまして。
　高校まで古平町で育ち、進学の
ため札幌で生活した際に、古平町
の自然の良さを感じました。
　１日でも早く仕事を覚え、町民
の方から信頼される職員になれる
よう頑張りますので、どうぞよろ
しくお願いします。
　また、古平で長年剣道をしてお
り、お世話になった道場に指導と
いう形で恩返しをしていきたいと
思います。

総
務
課

 

主
幹

　
大
内
　
知
子

�

（
岩
見
沢
市
出
身
）

　４月１日付けで北海道庁から派

遣で参りました。

　古平町のまちなかの賑わい再生

に向けて、町民の皆様と一緒に取

り組み、まちづくりの推進のお手

伝いができればと思っています。

　海沿いのまちに住むのは初めて

なので、素晴らしい景色や食など

を満喫し、まちの魅力を発信した

いです。

町民の皆さん よろしくお願いします町民の皆さん よろしくお願いします
町
職
員
関
係
の
新
採
用
等
（
上
段
）

教
職
員
関
係
の
異
動
（
下
段
）
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平
成
30
年
度
調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す

○
試
験
日
時

　

平
成
30
年
８
月
22
日(
水)

13
時
半
～

○
試
験
地　

札
幌
市

○
受
験
資
格　

　

受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

○
申
込
受
付
期
間

　

平
成
30
年
５
月
14
日(

月)

～
25
日(
金)

○
受
験
案
内(

願
書)

配
布
場
所

　

 

各
保
健
所
や
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

〒
０
４
６-

０
０
１
５

　

余
市
郡
余
市
町
朝
日
町
12

　

北
海
道
倶
知
安
保
健
所

　

余
市
地
域
保
健
支
所

　

☎
０
１
３
５-

23-

３
１
０
４

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
技

術
海
上
・
航
空
幹
部
、
技
術
海
曹
・
空
曹

を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事
内
容
や

採
用
試
験
に
関
す
る
説
明
会
、
そ
の
他
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

５
月
16
日(

水)

　

午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

役
場
町
民
課
社
会
福
祉
係 

☎
42-

２
１
８
１

春
山
登
山
や
山
菜
採
り
を

安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

春
山
登
山
や
山
菜
採
り
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
徐
々
に
日
差
し
が
強
ま
り
、

気
温
も
10
℃
を
超
え
る
日
が
増
え
、
大
型

連
休
も
あ
る
こ
と
か
ら
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー

で
多
く
の
人
が
山
に
入
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
残
念
な
が

ら
毎
年
の
よ
う
に
多
く
の
遭
難
者
や
行
方

不
明
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
積
雪
の
多
い
所
も
あ

っ
て
、
山
に
は
多
く
の
雪
が
残
っ
て
い
ま

す
。
気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
急
速
に
融
雪

が
進
む
た
め
沢
や
小
河
川
は
増
水
し
や
す

く
、
傾
斜
地
で
は
な
だ
れ
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
季
節

で
も
あ
る
た
め
、
低
気
圧
が
通
過
し
た
後

に
は
強
い
寒
気
が
流
入
し
、
山
岳
部
で
は

冬
山
に
逆
戻
り
し
て
猛
吹
雪
や
寒
さ
に
よ

っ
て
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遭
難
な
ど
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
無
理
の
な
い
「
登
山
計
画
」
を
】

○ 

計
画
を
立
て
る
と
き
と
出
発
前
は
気
象

状
況
や
最
新
の
天
気
予
報
を
十
分
確
認

し
、
悪
天
時
や
天
候
の
急
変
時
に
は
無

理
な
行
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

単
独
行
動
は
避
け
て
経
験
豊
富
な
人
と

一
緒
に
行
動
す
る
な
ど
、
体
力
と
経
験

に
応
じ
て
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画
に
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

入
山
前
に
は
必
ず
登
山
計
画
書
を
最
寄

り
の
警
察
に
提
出
し
、
家
族
に
も
渡
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
情
報
収
集
や
装
備
を
万
全
に
】

○ 

情
報
収
集
や
緊
急
時
の
た
め
に
、
ラ
ジ

オ
、
無
線
機
、
携
帯
電
話
な
ど
を
携
行

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
予

備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用
意
す
る
な
ど
情

報
収
集
と
連
絡
の
手
段
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

装
備
や
服
装
を
整
え
て
十
分
な
食
料
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。
比
較
的
標
高
の
低

い
山
や
日
帰
り
登
山
で
も
油
断
は
禁
物

で
す
。
特
に
防
寒
・
雨
具
の
準
備
は
万

全
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

山
菜
採
り
で
道
に
迷
っ
た
と
き
の
た
め

に
、
登
山
同
様
に
服
装
や
食
料
な
ど
の

こ
と
を
考
え
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
は
一
年
の
中
で
空
気

が
最
も
乾
燥
し
、
山
火
事
な
ど
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
の
原
因
は
た

き
火
や
タ
バ
コ
な
ど
火
の
取
り
扱
い
の
不

注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
使
う
と
き
は
、
近

く
に
消
火
用
の
水
を
用
意
し
、
火
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先
　

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所　

　

☎
０
１
１-

６
１
１-

０
１
７
０

手
軽
で
も 

重
い
よ
自
転
車 

そ
の
責
任

　

自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環
境
に
優
し

い
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方
は
、
重
大
な
交

通
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
正
し
い
ル
ー

ル
を
知
り
、
安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
車
道
側
を
徐
行

④
二
人
乗
り
な
ど
は
せ
ず
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

★
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
★

①
自
転
車
の
点
検
や
整
備
を
し
ま
し
ょ
う

②
運
転
の
妨
げ
や
重
い
荷
物
は
積
ま
な
い

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
や
反
射
材
を
つ
け
よ
う

④
ス
マ
ホ
や
傘
を
持
ち
片
手
運
転
し
な
い

⑤
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
は
し
な
い

⑥
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
に
加
入
し
よ
う

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署
警
務
課

　

☎
０
１
３
５-

22-

０
１
１
０

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ



2018.5�広報ふるびら13

情報

平成３０年
工業統計調査を

　工業統計調査は我が国
の工業の実態を明らかに
することを目的とした統
計法に基づく報告義務が
ある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施
策や地域振興などの基礎
資料として利活用されま
す。
調査時点は３０年６月１
日です。
調査票へのご回答をお願
いいたします。

実施します！

経済産業省・北海道・古平町

工業統計キャラクター・コウちゃん

５
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科

５
月
３
日
（
木
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

 

（
☎
32-

３
４
５
５
）

５
月
４
日
（
金
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

４
５
７
０
）

５
月
５
日
（
土
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
48-

５
０
０
０
）

５
月
６
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

５
５
６
６
）

５
月
13
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

 

（
☎
22-

３
９
８
９
）

５
月
20
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

 

（
☎
23-

５
５
３
３
）

５
月
27
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
22-

７
０
０
１
）

※ 
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　

整
形
外
科

歯
科

５
月
３
日
（
木
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

 

（
☎
23-

２
６
３
３
）

５
月
４
日
（
金
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

 

（
☎
23-

２
６
３
３
）

５
月
５
日
（
土
）

　

佐

藤

歯

科

医

院

 

（
☎
22-

３
６
７
８
）

※ 

歯
科
の
診
療
時
間
は
午
前
９
時
～
正
午

　ふるびらあいらんど広場パークゴルフ場は春には
桜、秋には紅葉など季節を感じながらプレイできる
全27コースがあります。用具レンタルも行ってい
ますので気軽にご利用ください。（※オープン日は雪
どけや天候により延期することがあります）

　◆営業時間　９～18時（最終受付は17時）
　◆利用料金　
　　（町民の方）大人	 300円
　　　　　　　 子ども（中学生以下）	 100円
　　　　　　　 用具セットレンタル	 100円
　　（町民以外）大人	 500円
　　　　　　　 子ども（中学生以下）	 200円
　　　　　　　 用具セットレンタル	 100円
　　※�町民以外の方は10人以上の利用で利用料が

１人あたり400円になります。

◇お問合せ先
　パークゴルフ場受付☎０１３５－４２－３００３
（４月中の受付は指定管理者の太平ビルサービスへ
　ご連絡ください。☎０１３４－２７－６２０２）

５月３日（木）ふるびらあいらんど広場
パークゴルフ場オープン予定！！

　

３
月
15
日
、
町
長
室
で
本
間
順

司
前
町
長
が
全
国
町
村
会
長
か
ら
、

四
期
の
永
き
に
渡
り
町
村
自
治
の

振
興
に
寄
与
し
た
実
績
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

本
間
順
司
前
町
長

全
国
町
村
会
長
か
ら
表
彰表彰状を受け取る本間順司前町長
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平
成
29
年
度
、
古
平
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
た
く
さ
ん
の
親
子
に
親
し
ま
れ

２
５
０
０
人
以
上
（
延
べ
人
数
）
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
全
体
に
親
し
ま
れ
、
古

平
町
の
親
子
が
楽
し
ん
で
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
お
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
広
場

　

セ
ン
タ
ー
の
遊
具
や
絵
本
な
ど
で
自
由

に
遊
べ
ま
す
。
保
育
士
に
よ
る
遊
び
（
手

遊
び
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
制
作
な

ど
）
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象　

町
内
在
住
の
０
歳
～
小
学
校
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
た
だ
し
幼

児
セ
ン
タ
ー
の
通
園
児
は
対
象
外
）

◎
実
施
日　

毎
週　

火
曜
日
と
木
曜
日

◎
時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

行
事
の
広
場

　

誕
生
会
や
季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
（
遠

足
・
七
夕
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ひ
な
ま
つ
り

な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象　

町
内
在
住
の
０
歳
～
小
学
校
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
た
だ
し
幼

児
セ
ン
タ
ー
の
通
園
児
は
対
象
外
）

◎
実
施
日　

毎
月
発
行
さ
れ
る
支
援
セ
ン

タ
ー
便
り
に
掲
載

◎
時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

年
齢
別
の
広
場

　

同
年
齢
の
子
ど
も
を
持
つ
親
子
で
交
流

し
ま
す
。
保
育
士
に
よ
る
遊
び
（
手
遊
び
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ･
制
作
な
ど
）
の
時

間
も
あ
り
ま
す
。

※
実
施
日
・
時
間
に
つ
い
て
は
各
広
場
同
じ

◎
実
施
日　

毎
月
発
行
さ
れ
る
支
援
セ
ン

タ
ー
便
り
に
掲
載

◎
時

　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ひ
よ
こ
の
広
場

◆
対
象　

平
成
29
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
（
新
生
児
・
０
歳
児
）

と
保
護
者ぺ

ん
ぎ
ん
の
広
場　
　

◆
対
象　

平
成
28
年
４
月
２
日
～
平
成
29

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

（
１
歳
児
）
と
保
護
者

う
さ
ぎ
の
広
場

◆
対
象　

平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成
28

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

（
２
歳
児
）
と
保
護
者

き
り
ん
サ
ー
ク
ル

◆
対
象　

平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
27

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

（
３
歳
児
）
と
保
護
者

子
育
て
・
育
児
相
談

　

子
育
て
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
等
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ

い
。
電
話
・
面
談
に
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
電
話
相
談　

毎
週　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
お
昼
休
み
午
後

０
時
～
午
後
１
時
）

◎
面
接
相
談　

事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い

絵
本
の
貸
し
出
し
・
自
由
開
放

　

広
場
が
な
い
時
で
も
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
自
由
に
遊
ん
だ
り
絵
本
を
借
り

に
来
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
お
昼

休
み
午
後
０
時
～
午
後
１
時
）

子
育
て
講
習
会

　

「
料
理(

親
子)

教
室
」「
タ
ッ
チ
ケ
ア
教

室
」「
救
急
法
講
習
会
」「
給
食
試
食
会
」「
人

形
劇
鑑
賞
会
」「
子
育
て
講
演
会
」
な
ど

を
行
い
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら

保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

担
当　

白
濱

　

電　

話　

42-

４
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

42-

４
１
５
２

親子料理教室 タッチケア教室

親子レクレーション

元
気
な
子
ど
も
の
集
い
の
場

～
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
～
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本の海より 肩の力を抜いて読みたい、疲れた心を救う本

　
新
年
度
に
な
り
、
新
し
い

生
活
を
迎
え
た
方
や
周
り
の

環
境
に
変
化
が
あ
っ
た
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
方
に
と
っ
て
は
、

こ
の
時
期
は
疲
れ
や
悩
み
が

出
て
く
る
こ
ろ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
回
は
、
ち
ょ
っ
と

心
も
身
体
も
疲
れ
た
な
、
と

い
う
方
に
お
す
す
め
し
た
い

気
軽
に
読
め
て
心
が
救
わ
れ

る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
荒
れ
の
予
報
憎
ら
し
明
日
か
ら
は
三
月
な
る
に
心
弾
ま
づ�

泉　
　
　
清　
三

い
く
日
も
悩
み
し
体
調
こ
の
朝
は
く
す
し
の
診
断
晴
れ
や
に
聞
く�

金　
子　
寿　
子

手
作
り
の
り
ん
ご
の
ジ
ャ
ム
は
気
に
入
り
て
朝
欠
さ
ず
食
事
に
添
ふ
る�

坂　
本　
信　
子

春
色
の
空
よ
り
の
風
ま
だ
寒
く
日
に
い
く
度
も
粉
雪
を
散
ら
す�

鈴　
木　
時　
子

桃
の
花
見
る
度
想
ふ
古
里
の
幼
き
頃
の
雛
壇
の
数�

田　
中　
香　
苗

夜
明
け
前
オ
レ
ン
ジ
色
の
皆
既
月
食
丸
く
大
き
く
西
空
に
見
ゆ�

寺　
田　
カ
ツ
子

日
の
当
る
方
よ
り
咲
き
出
し
梅
の
花
色
鮮
や
か
で
つ
い
立
ち
止
ま
る�

小
山
内　
い
お
子

古
平
町
岬
短
歌
会

夕
東
風
に
千
切
れ
て
飛
び
ぬ
茜
雲

強
東
風
に
飛
ば
さ
れ
て
い
る
鴎
か
な

�

渡　
辺　
嘉　
之

お
も
た
せ
は
産
地
の
香
り
蓬
餅

子
は
遠
く
一
人
住
ひ
の
内
裏
雛

�

高　
橋　
重　
子

浅
き
春
海
の
蒼
さ
の
ま
だ
濃
ゆ
き

寂
し
さ
の
癒
え
ぬ
ま
ま
な
り
春
立
ぬ

�
室　
谷　
弘　
子

格
付
け
は
い
つ
も
底
辺
鼓
草

娘
は
嫁
ぎ
今
年
も
雛
飾
り
お
く

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『すーちゃん』
益田ミリ 著　〈幻冬舎〉

　30代独身女性の
すーちゃんの日常
を描いた漫画作品。
人間だれしもが少
しは持っているであ
ろう妬み嫉みの感
情やそんな自分へ
の嫌悪感など、すー
ちゃんの心の中の葛藤をストレートに
描いています。それぞれに悩みがあっ
て完璧な人間はいないのだと心を楽
にしてくれる一冊です。

『そのままでいい』
田口久人 著　〈ディスカヴァー〉

　写真共有アプリ
のインスタグラムに
投稿され、そのメッ
セージ性が「心に響
く」「救われる」と
話題になった数々
の自由詩作品が一
冊の本になりました。人間関係・仕
事・恋愛などをテーマとした言葉が
176編もあるので自分の心に響く１編
を見つけてみてください。

『こだわらニャい心配しニャい迷わニャい【ブッダの言葉】』
〈星雲社〉

　最古の仏教教典
の一つである法句
経、いわゆるお釈
迦様の人生訓をわ
かりやすく解説した
一冊。それぞれの
人生訓に一枚ずつ
かわいい猫の写真が添えられており、
癒されながら読み進められます。猫
好きの方はぜひ手に取ってみてくださ
い。
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氏
　 

名 

生
年
月
日 

保
護
者 

町
内

裏う
ら

野の

　
煌こ

う

太た

ち
ゃ
ん 

３
・
７ 

考
彦
さ
ん 

銀
　
座

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

佐
々
木

　
梅
さ
ん 

88
歳 

３
・
12 

浜
　
三

柏
　
　
長
吉
さ
ん 

82
歳 

３
・
13 

丸
山
町

成
田

　
昌
幸
さ
ん 

76
歳 

３
・
15 

栄
　
町

小
田
嶋

　
孝
さ
ん 

66
歳 

３
・
15 

栄
　
町

田
中

　
一
興
さ
ん 

81
歳 

３
・
21 

清
　
住

長
谷

　
愛
子
さ
ん 

81
歳 

３
・
24 

入
船
町

松
田

　
順
一
さ
ん 

86
歳 

３
・
28 

浜
　
三

藤
野

　
　
進
さ
ん 

85
歳 

４
・
２ 

本
　
町

中
村
　
勝
藏
さ
ん 

93
歳 

４
・
４ 

浜
　
三

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�3,112人　�（－10）

　男� 1,472人　�（－７）

　女� 1,640人　�（－３）

世帯数�1,758世帯�（－１）

外国人� 43人　�（�０�）

　男� 2人　�（�０�）

　女� 41人　�（�０�）

平成30年３月末日現在
住民基本台帳人口

　３月27日、文化会館で小学
生が参加する「少年少女わんぱ
く王国」と高齢者が参加する
「たけなわ学級」で合同の餅つ
き会が行われ、28人が交流し
ました。初めに小学生が大人の
餅つきの見本を見学。力強い餅
つきにまわりで見ていた小学
生に水しぶきが飛び、驚きの声
があがりました。その後、全員
でつきたての餅を丸め、あんこ
餅やきなこ餅などを作りました。できあがったあんこがはみ出した不格好な餅をみて、みんなで笑ってい
ました。最後に全員でお雑煮などの餅を食べ楽しんでいました。参加した小学６年生の山寺彩流ちゃんは
「あんこを餅で包むのが楽しかった。中学校でもわんぱく王国があればいいのに・・」と話してくれました。

ふるびら 元気っ子 町内に住む満１歳になる子どもを紹介します。
今月号は１月に誕生日を迎えた子どもです。

平
ひら

野
の

 心
み

愛
お

ちゃん
４月８日生

保護者　智一さん
（港町）　まなみさん

まなみさんより
元気で明るい子に育って欲し
いです

吉
よし

野
の

 来
らい

流
る

ちゃん
４月10日生

保護者　弘晃さん
（港町）　真季子さん

真季子さんより
おもちゃを転がして追いかけ
るのが好きな男の子です

菊
きく

池
ち

 真
ま

叶
かな

ちゃん
４月22日生

保護者　大志さん
（あけぼの）　菜摘さん

菜摘さんより
つみき遊びやお絵かきが好き
な女の子です

少年少女わんぱく王国・たけなわ学級餅つき会
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